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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手洗いボウルと、その上方に配置された鏡とを備えた手洗い器において、前記手洗いボ
ウルと前記鏡との間に、少なくとも入力部および表示部を有する表示ユニットを配置し、
人体のインピーダンスを測定するための電極を有するセンサユニットを前記表示ユニット
の左右側部にそれぞれ設け、背面部に配線用領域を有する取り付けパネルを壁面に沿って
付設し、前記取り付けパネルの正面部に前記手洗いボウルおよび前記表示ユニットを取り
付け、前記表示ユニットと他の部材とを結ぶ配線を前記取り付けパネルの配線用領域に配
置したことを特徴とする手洗い器。
【請求項２】
　手洗いボウルと、その上方に配置された鏡とを備えた手洗い器において、前記手洗いボ
ウルと前記鏡との間に、少なくとも入力部および表示部を有する表示ユニットを配置し、
人体のインピーダンスを測定するための電極を有するセンサユニットを前記鏡の左右側部
にそれぞれ設け、背面部に配線用領域を有する取り付けパネルを壁面に沿って付設し、前
記取り付けパネルの正面部に前記手洗いボウルおよび前記表示ユニットを取り付け、前記
表示ユニットと他の部材とを結ぶ配線を前記取り付けパネルの配線用領域に配置したこと
を特徴とする手洗い器。
【請求項３】
　鉛直面に対する前記表示部の仰角を変更可能な角度調節機構を設けたことを特徴とする
請求項１または２記載の手洗い器。
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【請求項４】
　前記センサユニットを、鉛直面に対して起立、倒伏する方向に回動可能に保持する回動
機構を設けたことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の手洗い器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人間の体脂肪率を測定する器具を備えた手洗い器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、トイレルームや洗面室などのいわゆる化粧室と呼ばれる領域内に体重計、血圧計
、体脂肪計、尿糖検査装置などの健康測定器を設置し、一定の領域内において個人の健康
情報を取得しようとする提案が行われている（例えば、特許文献１，２参照。）。このよ
うなシステムを利用して様々な健康情報を取得することによって、個人の健康管理に供す
ることができる。
【０００３】
　また、肥満の程度を示す尺度の一つである体脂肪率に対する関心が高まり、このような
領域内において体脂肪率を測定したいという要請も高まったことに呼応して、体重計、血
圧計、心拍数測定器などの各種健康測定器に加え、体脂肪計を組み込んだ洗面台が提案さ
れている（例えば、特許文献３参照。）。
【０００４】
【特許文献１】特開昭６３－１８４０５８号公報
【特許文献２】特開昭６４－７００２６号公報
【特許文献３】特開平７－２０４１１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献３に記載された洗面台は、測定者の足裏を電極に接触させて体脂肪率の測定を
行う方式であるため、測定者が腰掛けるための椅子が必要である。このため、スペースが
限られていることの多い化粧室においては簡単に使用することができない。
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、より簡便に体脂肪率を測定可能な機能を備えた手洗
い器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の手洗い器は、手洗いボウルと、その上方に配置された鏡とを備えた手洗い器に
おいて、前記手洗いボウルと前記鏡との間に、少なくとも入力部および表示部を有する表
示ユニットを配置し、人体のインピーダンスを測定するための電極を有するセンサユニッ
トを前記表示ユニットの左右側部にそれぞれ設け、背面部に配線用領域を有する取り付け
パネルを壁面に沿って付設し、前記取り付けパネルの正面部に前記手洗いボウルおよび前
記表示ユニットを取り付け、前記表示ユニットと他の部材とを結ぶ配線を前記取り付けパ
ネルの配線用領域に配置したことを特徴とする。このような構成とすれば、体脂肪率の測
定結果を表示する表示部が鏡の下方に位置し、体脂肪率を測定するためのセンサユニット
が表示部の左右側部に位置した状態となるので、より簡便に体脂肪率を測定可能となるだ
けでなく、体脂肪率の測定をしながら、測定者の正面にある鏡で身体チェックを行うこと
が可能となり、使い勝手が向上する。また、比較的スペースの狭い化粧室内においても容
易に使用することができる。
　さらに、背面部に配線用領域を有する取り付けパネルを壁面に沿って付設し、前記取り
付けパネルの正面部に前記手洗いボウルおよび前記表示ユニットを取り付け、前記表示ユ
ニットと他の部材とを結ぶ配線を前記取り付けパネルの配線用領域に配置したことにより
、表示ユニットと他の部材とを結ぶ配線の隠蔽処理が簡便となるため、施工が容易となり
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、施工後の外観性も向上する。
【０００８】
　また、本発明の手洗い器は、手洗いボウルと、その上方に配置された鏡とを備えた手洗
い器において、前記手洗いボウルと前記鏡との間に、少なくとも入力部および表示部を有
する表示ユニットを配置し、人体のインピーダンスを測定するための電極を有するセンサ
ユニットを前記鏡の左右側部にそれぞれ設け、背面部に配線用領域を有する取り付けパネ
ルを壁面に沿って付設し、前記取り付けパネルの正面部に前記手洗いボウルおよび前記表
示ユニットを取り付け、前記表示ユニットと他の部材とを結ぶ配線を前記取り付けパネル
の配線用領域に配置したことを特徴とする。このような構成とすれば、体脂肪率の測定結
果を表示する表示部が鏡の下方に位置し、体脂肪率を測定するためのセンサユニットが鏡
の左右側部に位置した状態となるので、前述と同様に、より簡便に体脂肪率を測定可能と
なるだけでなく、体脂肪率の測定をしながら、測定者の正面にある鏡で身体チェックを行
うことが可能となり、使い勝手が向上する。また、比較的スペースの狭い化粧室内におい
ても容易に使用することができる。
　さらに、背面部に配線用領域を有する取り付けパネルを壁面に沿って付設し、前記取り
付けパネルの正面部に前記手洗いボウルおよび前記表示ユニットを取り付け、前記表示ユ
ニットと他の部材とを結ぶ配線を前記取り付けパネルの配線用領域に配置したことにより
、表示ユニットと他の部材とを結ぶ配線の隠蔽処理が簡便となるため、施工が容易となり
、施工後の外観性も向上する。
【０００９】
　ここで、鉛直面に対する前記表示部の仰角を変更可能な角度調節機構を設ければ、表示
部を測定者の身長に適した仰角に設定することができるようになるため、表示内容が視認
しやすくなる。
【００１０】
　また、前記センサユニットを、鉛直面に対して起立、倒伏する方向に回動可能に保持す
る回動機構を設ければ、測定者の身長に応じてセンサユニットを回動させることにより、
適切な姿勢で測定可能となるため、測定者が無理な姿勢を強いられることがなくなり、測
定精度も向上する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明により、従来に比べ簡便に体脂肪率を測定することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明の実施の形
態である手洗い器を示す正面図、図２は図１に示す手洗い器の部分拡大図、図３は図１に
示す手洗い器の部分斜視図、図４は図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の右側面図、
図５は図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の底面図、図６は図１に示す手洗い器を構
成する体脂肪計の背面図、図７（ａ）は図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計における
センサユニットの起伏状態を示す右側面図であり、図７（ｂ）は図１に示す手洗い器を構
成する体脂肪計における表示部の起伏状態を示す一部省略右側面図、図８は図１に示す手
洗い器を構成する体脂肪計の表示ユニットの概略構成を示す図である。
【００２４】
　図１～図３に示すように、本実施形態の手洗い器５０は、手洗いボウル４５と、その上
方に配置された鏡５１とを備え、手洗いボウル４５と鏡５１との間に、入力部７および表
示部８を有する表示ユニット４を配置し、人体のインピーダンスを測定するための電極６
ａ，６ｂを有するセンサユニット５ａ，５ｂを表示ユニット４の左右側部にそれぞれ設け
ている。入力部７および表示部８を有する表示ユニット４と、電極６ａ，６ｂを有するセ
ンサユニット５ａ，５ｂとによって体脂肪計１が形成されている。
【００２５】
　体脂肪計１は、その背面側に取り付けパネル２を介在させて化粧室（図２４参照）など
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の壁面３に垂直状態に取り付けられる。体脂肪計１は、壁面３に取り付けられる表示ユニ
ット４と、この表示ユニット４に対して起立、倒伏する方向に回動可能（図７（ａ）参照
）に保持された左右２つのセンサユニット５ａ，５ｂと、被測定者の人体のインピーダン
スを測定するためセンサユニット５ａ，５ｂにそれぞれ設けられた電極６ａ，６ｂと、を
備えている。左右のセンサユニット５ａ，５ｂはそれぞれ水平方向に配置された支軸１０
（図６参照）を中心に回動可能に取り付けられている。
【００２６】
　表示ユニット４の正面上方には、被測定者の身体情報を入力するための入力部７が設け
られ、その下方には、体脂肪率などの測定結果を表示する表示部８が配置されている。表
示部８は、壁面３と平行な水平方向の支軸（図示せず）を有するヒンジ部９を介して表示
ユニット４に対して起立、倒伏する方向に回動可能（図５参照）に取り付けられている。
また、左右のセンサユニット５ａ，５ｂに設けられた電極６ａ，６ｂの上方部分には、被
測定者の手の接触位置を規定するための鼻形状の突起部１１が設けられている。
【００２７】
　図２に示すように、入力部７には、体脂肪計１や、後述する体重計６５や血圧計６６の
電源をＯＮ・ＯＦＦするための電源スイッチ７ａと、登録者を選択するための複数の選択
ボタン７ｂと、測定モードを選択するための複数のモード切替ボタン７ｃと、測定結果を
記録するための記録ボタン７ｄと、被測定者のデータ設定モードに切り替えるための個人
ボタン７ｅと、時刻設定モードに切り替えるための時刻ボタン７ｆと、設定数値を増減さ
せるための数値切替ボタン７ｈ，７ｉと、増減させた数値に設定データを更新するための
更新ボタン７ｇと、が配置されている。
【００２８】
　また、図２に示すように、表示部８には、測定結果を表示する出力表示部８Ｘと、設定
データを表示する入力表示部８Ｙとが設けられている。出力表示部８Ｘには、尿糖値、血
圧値および脈拍を表示する液晶パネル８ａと、体重値、体脂肪率および肥満程度を表示す
る液晶パネル８ｂとが設けられている。入力表示部８Ｙには、身長、年齢および性別を表
示する液晶パネル８ｃが設けられている。
【００２９】
　一方、図６に示すように、体脂肪計１の表示ユニット４の背面の中央部分には、背面側
へ突出したカバー１２が複数のネジ１４によって取り付けられ、他の機器との間で信号の
送受信を行うための複数のキャブタイヤケーブル１８が、カバー１２の中央下部から下方
に向かって延設されている。これらのキャブタイヤケーブル１８は押さえ板１９およびネ
ジ２０によりカバー１２に係止されている。カバー１２の左右には、センサユニット５ａ
，５ｂのロックステー１５ａ，１５ｂを構成する固定ヒンジ部材１６ａ，１６ｂにそれぞ
れ固着された竿旗形状の連結板１３ａ，１３ｂが複数のネジ１７によって取り付けられて
いる。これらの連結板１３ａ，１３ｂは剛性の高い金属板で形成されている。
【００３０】
　図２で示したように、表示ユニット４の正面側には、被測定者の身体情報を入力する入
力部７と、測定結果を表示する表示部８とが設けられているが、表示ユニット４の内部に
は、図６に示すように、入力部７から入力された被測定者の身体情報を記憶する記憶部２
１と、電極６ａ，６ｂで測定したインピーダンスと後述する体重計６５で測定した体重値
および記憶部２１に記憶された被測定者の身体情報に基づいて体脂肪率を算出する演算部
２２とが設けられている。そして、演算部２２で算出された体脂肪率を示す数値が表示部
８の液晶パネル８ｂに表示される。
【００３１】
　ここで、図９を参照して、体脂肪計１の初期設定手順について説明する。まず、図９（
ａ）に示すように、入力部７にある電源スイッチ７ａを押して体脂肪計１を始動させた後
、入力部７の個人ボタン７ｅを押して、被測定者のデータ入力を開始する。個人ボタン７
ｅを押した後、選択ボタン７ｂ（Ａ～Ｄ，ゲスト）のいずれかを押すと、入力表示部８Ｙ
の液晶パネル８ｃ中の身長表示部８ｄが数値「１６０」を表示して点滅し始めるので、数
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値切替ボタン７ｈ，７ｉのいずれかを押して被測定者の身長値と合わせる。被測定者の身
長値と同じ数値が表示された後、表示部８の個人ボタン７ｅを押すと身長が確定される。
【００３２】
　身長が確定されると、入力表示部８Ｙの年齢表示部８ｅが数値「４０」を表示して点滅
し始めるので、数値切替ボタン７ｈ，７ｉのいずれかを押して被測定者の年齢値と合わせ
る。被測定者の年齢値と同じ数値が表示されたら、表示部８の個人ボタン７ｅを押して年
齢を確定する。さらに、年齢が確定されると、入力表示部８Ｙの年齢表示部８ｅの直下の
性別表示部の「男」か「女」の表示を数値切替ボタン７ｈ，７ｉを押して切り替えて、性
別を設定する。そして、最後に、更新ボタン７ｇを押して設定を完了する。これにより、
初期設定が完了するが、被測定者が複数存在する場合は、各被測定者について前述した手
順に沿って初期設定操作を行う。
【００３３】
　次に、図１０～図１２を参照して、センサユニット５ａ，５ｂの構造、機能などについ
て説明する。図１０は図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計のセンサユニットの分解斜
視図、図１１は倒伏姿勢にあるセンサユニットの垂直断面図、図１２は最大角度起立姿勢
にあるセンサユニットの垂直断面図である。なお、図１０～図１２はセンサユニット５ａ
について記載しているが、センサユニット５ｂはセンサユニット５ａと互いに鏡面対称な
構造であり、機能も同じであるため、センサユニット５ｂについては説明を省略する。
【００３４】
　図１０に示すように、センサユニット５ａは、連結板１３ａに固着された固定ヒンジ部
材１６ａと、保護カバー２３ａ，２３ｂと、板状の係止バネ２８と、断面コ字状の可動ヒ
ンジ部材２４と、上部支軸２５ａおよび下部支軸２５ｂを有するリンク部材２５と、支軸
１０と、支軸１０の両端に係止されるＥリング２９と、可動ヒンジ部材２４に対してこれ
を覆うように固着される断面コ字状の補強部材２６と、電極６ａ，６ｂと、電極６ａ，６
ｂから延設される信号ケーブル３０ａ，３０ｂおよびコネクタ３１ａ，３１ｂと、正面ケ
ース３２ａと、背面ケース３３ｂと、背面ケース３３ｂの背面側に貼着される半球形状の
クッション３４と、を備えている。
【００３５】
　保護カバー２３ａ，２３ｂは固定ヒンジ部材１６ａの左右両側に付設され、係止バネ２
８は固定ヒンジ部材１６ａの内側にネジ（図示せず）で固定され、可動ヒンジ部材２４は
支軸１０を介して固定ヒンジ部材１６ａに回動可能に取り付けられる。このとき、支軸１
０は、固定ヒンジ部材１６ａの上端部分にある支持孔１６ｃと、可動ヒンジ部材２４の上
端部分にある支持孔２４ａとを貫通する状態に取り付けられ、その両端部にＥリング２９
が係止される。可動ヒンジ部材２４、リンク部材２５および補強部材２６は高剛性の金属
板で形成され、係止バネ２８は弾性金属板で形成され、支軸１０は金属丸棒材で形成され
ている。
【００３６】
　リンク部材２５は、固定ヒンジ部材１６ａと可動ヒンジ部材２４との間に配置され、そ
の上部支軸２５ａの両端部が、可動ヒンジ部材２４の左右の支持孔２４ｂにそれぞれ回動
可能に軸支され、下部支軸２５ｂの両端部がそれぞれ、固定ヒンジ部材１６ａの左右のガ
イドスリット１６ｇに沿って移動可能に取り付けられる。これによって、支軸１０を介し
て固定ヒンジ部材１６ａに回動可能に軸支された可動ヒンジ部材２４と、固定ヒンジ部材
１６ａと可動ヒンジ部材２４との間に配置されたリンク部材２５とによってロックステー
１５ａが形成される。可動ヒンジ部材２４の下部には、複数のネジ孔２４ｃを有する平板
状の固定部２４ｄが設けられている。
【００３７】
　この後、図１１に示すように、電極６ａ，６ｂが背面から嵌入された正面ケース３２ａ
を、補強部材２６の正面側からロックステー１５ａ全体を覆うように装着し、補強部材２
６の背面側から貫通させた複数のネジ３６を正面ケース３２ａのネジ孔３２ｂに螺着させ
ることによって、正面ケース３２ａをロックステー１５ａに固定する。そして、背面ケー



(6) JP 4660242 B2 2011.3.30

10

20

30

40

50

ス３３ｂをロックステー１５ａの背面側から可動ヒンジ部材２４の固定部２４ｄに取り付
けた後、背面ケース３３ｂの背面側から複数のネジ孔３３ｃにそれぞれネジ３５（図４参
照）を挿入して、固定部２４ｄのネジ孔２４ｃに螺着すれば、センサユニット５ａが形成
される。なお、図６，図７および図１０に示すように、正面ケース３２ａ，３２ｂの側面
に、その内側と連通した円筒状の軸体３２ｃが形成されており、この軸体３２ｃが表示ユ
ニット４の軸受け部４ｂ内に回動可能に緩挿される（図７（ｂ）参照）。また、この円筒
状の軸体３２ｃの内部は、図１０に示す信号ケーブル３０ａ，３０ｂを表示ユニット４内
へ配線する際の配線経路となっている。
【００３８】
　このような構成とすることにより、ロックステー１５ａを構成する可動ヒンジ部材２４
は、固定ヒンジ部材１６ａに対して、支軸１０を中心に回動可能となる。従って、可動ヒ
ンジ部材２４に固着された補強部材２６に取り付けられたセンサユニット５ａは、図１１
に示すように垂下した倒伏状態から図１２に示すように最大角度まで起立した状態に至る
までの範囲内において、支軸１０を中心に回動可能となる。
【００３９】
　次に、図１３～図１８を参照して、ロックステーの構造、機能などについて詳しく説明
する。図１３はセンサユニットを構成するロックステーの倒伏状態における左側面図、図
１４は図１３に示すロックステーがバネ押し上げ状態に移行したときの左側面図、図１５
は図１４に示すロックステーが最大回転状態に移行したときの左側面図、図１６は図１５
に示すロックステーがロック状態に移行したときの左側面図、図１７は図１６に示すロッ
クステーがロック解除状態に移行したときの左側面図、図１８は図１７に示すロックステ
ーが回転途中で係止された状態に移行したときの左側面図である。なお、図１３～図１８
にはロックステー１５ｂについて記載しているが、ロックステー１５ａはロックステー１
５ｂと互いに鏡面対称な構造であり、機能も同じであるため、ロックステー１５ａについ
ては説明を省略する。
【００４０】
　図１３は、ロックステー１５ｂを構成する可動ヒンジ部材２４が倒伏状態にあるときを
示しており、この状態が、後述する第１の測定姿勢となる。図１３においては、図１１で
示したロックステー１５ａには現れていない、係止バネ２８および誘導部材３７が示され
ている。係止バネ２８は、図１０で示したように、略く字状の板バネであり、固定ヒンジ
部材１６ｂの内側に固定されている。誘導部材３７は、金属板で形成された略ブーメラン
形状の部材であり、その一方の端部が支軸３８を介して固定ヒンジ部材１６ｂの左側面に
回動可能に軸支されている。また、誘導部材３７の回動範囲を矢印４０の範囲内に規定す
るため、その中央部分に設けられた係止孔４１と、係止孔４１内に突出した状態で固定ヒ
ンジ部材１６ｂの側面に固定された係止ピン３９とが設けられている。また、図１３の状
態にあるとき、リンク部材２５の下部支軸２５ｂは、係止バネ２８の下方を背面方向（連
結板１３ｂ方向）へ押圧するとともに、係止バネ２８の反作用により下部支軸２５ｂは正
面方向へ付勢されている。
【００４１】
　誘導部材３７は内角側には２つの凸部３７ａ，３７ｂと２つの湾部３７ｃ，３７ｄとが
設けられ、凸部３７ｂおよび湾部３７ｃ，３７ｄが、固定ヒンジ部材１６ｂのガイドスリ
ット１６ｇの上端部にある略三角形状の拡幅部１６ｈに臨むように配置されている。誘導
部材３７はバネ（図示せず）によって支軸３８を中心に反時計方向（凸部３７ａが連結板
１３ｂに接近する方向）に付勢されているため、外力が加わらない限り、図１３に示す状
態に保たれる。
【００４２】
　ここで、図１４に示すように、支軸１０を中心に可動ヒンジ部材２４を上方に回動させ
て、元の位置から９９度まで起立させると、リンク部材２５がその上部支軸２５ａを中心
に回動しながら可動ヒンジ部材２４とともに上昇し、その下部支軸２５ｂは係止バネ２８
から離脱して、固定ヒンジ部材１６ｂのガイドスリット１６ｇに沿って上昇し、拡幅部１
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６ｈ内へ進入する。拡幅部１６ｈ内へ進入した下部支軸２５ｂは、誘導部材３７の湾部３
７ｄ内へ入った後、凸部３７ｂを押し上げるため、誘導部材３７は支軸３８を中心に矢印
４２方向へ回動していく。なお、下部支軸２５ｂが上昇して係止バネ２８から離脱するこ
とにより、係止バネ２８は原形に復元し、その下方は正面方向に移動する。
【００４３】
　この後、更に可動ヒンジ部材２４を上方へ回動させると、リンク部材２５の下部支軸２
５ｂが凸部３７ｂを押し上げるので、誘導部材３７は支軸３８を中心に更に矢印４２方向
へ回動していくが、下部支軸２５ｂが凸部３７ｂの頂上を乗り越えると、誘導部材３７は
付勢力によって直ちに矢印４２と逆方向に回動して元の状態に戻る。即ち、図１５に示す
ように、可動ヒンジ部材２４を上方へ最大限まで回動させると、下部支軸２５ｂがガイド
スリット１６ｇの拡幅部１６ｈの上端コーナー部１６ｉに達し、誘導部材３７は矢印４３
方向に回動して、その湾部３７ｃが下部支軸２５ｂに当接した状態となる。なお、本実施
形態では、可動ヒンジ部材２４の最大回動角度を元の位置から１１０度に設定しているが
、これに限定するものではない。
【００４４】
　この後、可動ヒンジ部材２４に加えている上向きの力を解除すると、可動ヒンジ部材２
４は支軸１０を中心に倒伏方向へ回動するが、このとき、図１５に示す状態にある下部支
軸２５ｂは、誘導部材３７の湾部３７ｃから凸部３７ｂの上縁に沿って下降していき、図
１６に示すように、ガイドスリット１６ｇの拡幅部１６ｈの後端コーナー部１６ｊに入り
込み、ここに係止される。これにより、リンク部材２５は固定ヒンジ部材１６ｂと可動ヒ
ンジ部材２４との間に動かないように拘束されるため、可動ヒンジ部材２４はもとの位置
から９０度起立した状態でリンク部材２５によってロックされる。
【００４５】
　この後、図１７に示すように、可動ヒンジ部材２４を上方に回動させると、リンク部材
２５も同時に上昇するため、その下部支軸２５ｂは拡幅部１６ｈの後端コーナー部１６ｊ
から離脱するが、直ちに誘導部材３７の凸部３７ｂの下縁に当接し、それに沿って誘導さ
れながら湾部３７ｄに入り込み、ガイドスリット１６ｇの上方部分に位置する。本実施形
態では、このときの可動ヒンジ部材２４の起立角度を元の位置から１００度に設定してい
るが、これに限定するものではない。
【００４６】
　図１７に示す状態において、リンク部材２５の下部支軸２５ｂはそのままガイドスリッ
ト１６ｇに沿って下降可能であるため、可動ヒンジ部材２４を支えている力を緩めると、
可動ヒンジ部材２４は自重により倒伏方向へ回動していく。これに伴い、リンク部材２５
の下部支軸２５ｂはガイドスリット１６ｇに沿って下降していくが、その下方には、原形
に戻った係止バネ２８の下方部分が位置している。このため、図１８に示すように、下部
支軸２５ｂが係止バネ２８の下方部分に当接した時点でその下降が阻止され、その位置で
リンク部材２５が拘束される。これにより、可動ヒンジ部材２４の回転が止まり、その状
態で保持されるため、可動ヒンジ部材２４が自重で倒伏状態まで一挙に回動するのを防止
することができる。本実施形態では、このときの可動ヒンジ部材２４の元の位置からの起
立角度を４５度に設定しているが、これに限定するものではない。
【００４７】
　この後、可動ヒンジ部材２４に斜め下向きの力を加えて倒伏方向に回動させれば、リン
ク部材２５の下部支軸２５ｂが係止バネ２８の付勢力に打ち勝って、係止バネ２８を背面
方向（連結板１３ｂ方向）へ押し込むように弾性変形させながら、ガイドスリット１６ｇ
に沿って下降していくため、可動ヒンジ部材２４を図１３に示す元の倒伏状態まで戻すこ
とができる。この後、再び可動ヒンジ部材２４を起立方向に回動させれば、前述した図１
４～図１８に示す状態を反復することができる。なお、図１３に示す状態においては、係
止バネ２８が下部支軸２５ｂを正面側へ付勢することにより、下部支軸２５ｂは軽く拘束
された状態に保たれている。このため、振動や接触などにより、可動ヒンジ部材２４が勝
手に揺動するのを防ぐことができる。
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【００４８】
　次に、図３～図６および図１９を参照して、図３などに示す体脂肪計１を壁面に取り付
ける方法について説明する。図１９は図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の取り付け
手順を示す斜視図である。図１９に示すように、体脂肪計１は、その背面側に取り付けパ
ネル２を介在させてトイレ（図示せず）などの壁面に固定して使用される。取り付けパネ
ル２は、長方形をした金属製の板材の外周部を背面側（壁面側）に曲面状に折り曲げ、そ
の上方部分に長方形の開口部２ａを設けて形成したものである。取り付けパネル２の四隅
寄りの部分および中央部の左右の複数箇所には、板材を背面側（壁面側）に凹ませるとと
もに、そこにネジ挿入用の貫通孔２ｂが設けられている。また、開口部２ａの左右には、
後述するネジ４４を通すための複数の貫通孔２ｄが設けられている。
【００４９】
　図１９（ａ）に示すように、体脂肪計１の設置場所となる壁面（図示せず）に取り付け
パネル２を配置し、その正面側から複数の貫通孔２ｂにそれぞれネジ４７を挿入し、壁面
に対して螺着すると、取り付けパネル２が壁面に固定される。この後、体脂肪計１の背面
を取り付けパネル２に向け、キャブタイヤケーブル１８を取り付けパネル２の開口部２ａ
を通って下方へ配線し、図４，図５に示すように、表示ユニット４の背面部４ａを開口部
４４ａ内に嵌め込むとともにフック２ｃに引っ掛ける。
【００５０】
　この後、図１９（ｂ）に示すように、左右のセンサユニット５ａ，５ｂを上方に回動さ
せ９０度起立状態にする。このとき、センサユニット５ａ，５ｂ内のロックステー１５ａ
，１５ｂが図１１～図１４で示したように作動することによってセンサユニット５ａ，５
ｂが９０度起立状態に保たれる。センサユニット５ａ，５ｂを９０度起立状態とすると、
連結板１３ａ，１３ｂの正面部分が現れるため、そこに開設された複数の貫通孔１３ｃ（
図４参照）に対して、正面側からそれぞれネジ４４を挿入し、そのまま取り付けパネル２
の貫通孔２ｄを通して壁面に螺着する。即ち、取り付けパネル２の貫通孔２ｄと、連結板
１３ａ，１３ｂの貫通孔１３ｃとは、体脂肪計１を取り付けパネル２に装着したとき、同
軸上で重なり合うように開設されているため、ネジ４４を貫通孔１３ｃに挿入すれば、そ
のまま貫通孔２ｄを連通して壁面に螺着することができる。全ての貫通孔１３ｃに対する
ネジ４４の螺着が終われば、体脂肪計１の取り付けが完了する。そして、体脂肪計１を取
り付けた取付パネル２の下方領域には、給水栓４５ａを備えた手洗いボウル４５が取り付
けられる。
【００５１】
　次に、図３および図２０～図２３を参照して、体脂肪計１の使い方について説明する。
図２０は図３に示す手洗い器の一部切欠左側面図、図２１は図２０に示す体脂肪計のセン
サユニットを起立させたときの斜視図、図２２は図２１に示す手洗い器の一部切欠左側面
図、図２３は図２２に示す体脂肪計のセンサユニットが倒伏途中で係止されたときの一部
切欠左側面図である。
【００５２】
　待機状態にある体脂肪計１は、図３および図２０に示す状態となっている。被測定者は
、電源スイッチ７ａを押して起動させた後、複数の選択ボタン７ｂのうち、自分に対応す
る選択ボタン７ｂを押す。そして、図２１，図２２に示すように、左右のセンサユニット
５ａ，５ｂを水平方向に起立した姿勢にする。この場合、図２０に示す倒伏状態にあるセ
ンサユニット５ａ，５ｂを手で掴んで、その状態から一旦１１０度の位置まで回動させた
後、手を離せば、センサユニット５ａ，５ｂは自動的に水平姿勢となる。この過程におい
ては、センサユニット５ａ，５ｂに内蔵されたロックステー１５ａ，１５ｂが図１３～図
１６で示したように作動し、固定ヒンジ部材１６ａ，１６ｂと可動ヒンジ部材（図示せず
）との間にリンク部材２５が係合することによってセンサユニット５ａ，５ｂがロックさ
れて水平姿勢に保たれる。このロック状態が第１の測定姿勢となる。
【００５３】
　そして、図２１に示すように、表示部８を上方に回動させ、被測定者が液晶パネル８ａ
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，８ｂ，８ｃを見やすい傾斜角度にセットする。図７（ｂ）で示したように、表示部８は
倒伏状態から水平起立状態の範囲内で任意の傾斜角度にセットすることができるため、被
測定者の目の高さに応じた適切な状態とすることができる。
【００５４】
　センサユニット５ａ，５ｂおよび表示部８のセットが完了したら、被測定者は左右の手
の平を下にして、水平状態にあるセンサユニット５ａ，５ｂの上面に載せる。このとき、
センサユニット５ａ，５ｂの上面にある突起部１１をそれぞれ左右の手の人差し指と中指
との間の指股で挟むとともに、両手の平を電極６ａ，６ｂに密着させる。この後は、自動
的に被測定者の人体のインピーダンスが測定され、それに基づいて演算部２２（図６参照
）で算出された体脂肪率および肥満程度などが表示部８の液晶パネル８ｂに表示される。
【００５５】
　体脂肪率の測定が終わったら、センサユニット５ａ，５ｂを水平姿勢から上に回動させ
ると、倒伏姿勢から１００度に達した位置で、図１７で示したように、リンク部材２５の
下部軸体２５ｂが、ガイドスリット１６ｇの拡幅部１６ｈの後端コーナー部１６ｊから離
脱してガイドスリット１６ｇの上方に移動する。従って、この状態でセンサユニット５ａ
，５ｂを支えている力を緩めるか、手を離せば、センサユニット５ａ，５ｂは自重で倒伏
方向へ回動するが、図１８で示したように、リンク部材２５の下部軸体２５ｂが係止バネ
２８に当接するため、その位置でセンサユニット５ａ，５ｂの回動が止まり、その状態に
保持される。そこで、この後、センサユニット５ａ，５ｂに力を加えて倒伏方向に回動さ
せれば、下部軸体２５ｂが係止バネ２８を背面側へ押し込みながらガイドスリット１６ｇ
に沿って下降していき、センサユニット５ａ，５ｂは、図３，図２０に示す倒伏状態に戻
る。この後、電源スイッチ７ａを押せば、電源がＯｆｆされ、体脂肪計１は待機状態とな
る。
【００５６】
　一方、体脂肪計１は、図３，図２０に示すように、センサユニット５ａ，５ｂが倒伏状
態にあるときでも体脂肪率の測定を行うことができる。即ち、電源スイッチ７ａを押して
電源をＯＮした後、倒伏状態にあるセンサユニット５ａ，５ｂの突起部１１および電極６
ａ，６ｂに対して、水平起立状態にしたときと同じ要領で被測定者の左右の手の平を密着
させれば、自動的に人体のインピーダンスが測定され、演算部２２（図８参照）で算出さ
れた体脂肪率が液晶パネル８ｂに表示される。このように、センサユニット５ａ，５ｂを
倒伏させた状態においても体脂肪率の測定を行うことができるため、身長の低い被測定者
でも楽な姿勢で正確な測定を行うことができる。
【００５７】
　前述したように、体脂肪計１は、壁面３に取り付けられる表示ユニット４と、この表示
ユニット４に対して起立、倒伏する方向に回動可能に保持された２つのセンサユニット５
ａ，５ｂと、人体のインピーダンスを測定するためセンサユニット５ａ，５ｂにそれぞれ
設けられた電極６ａ，６ｂとを備えている。従って、被測定者は、センサユニット５ａ，
５ｂを起立姿勢または倒伏姿勢のいずれかにセットし、左右の手の平を、電極６ａ，６ｂ
に密着する程度に、センサユニット５ａ，５ｂに押し当てるだけで、体脂肪率の測定を行
うことができる。このため、正しい姿勢で体脂肪率の測定を行うことができ、測定精度の
向上も図ることができる。
【００５８】
　また、センサユニット５ａ，５ｂを起立状態に保持するため、固定ヒンジ部材１６ａ，
１６ｂ、可動ヒンジ部材２４およびリンク部材２５からなるロック機構をそれぞれロック
ステー１５ａ，１５ｂに設けている。従って、センサユニット５ａ，５ｂを倒伏姿勢、起
立姿勢の２つの姿勢で安定的に保持可能であり、身長の高い人はセンサユニット５ａ，５
ｂを起立状態に保持して測定し、身長の低い人はセンサユニット５ａ，５ｂを倒伏状態に
保持して測定することができる。このため、各人の身長差に対応して、身体的負担の少な
い楽な姿勢で測定することができる。
【００５９】
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　さらに、図１８，図２３で示したように、ロック機構のロック状態を解除したとき、セ
ンサユニット５ａ，５ｂが自重で倒伏姿勢まで回動するのを防止する緩衝手段として、ロ
ックステー１５ａ，１５ｂを構成するリンク部材２５の下部軸体２５ｂの昇降領域に係止
バネ２８を設けている。従って、起立状態にあるセンサユニット５ａ，５ｂが、ロック解
除後、自重で一気に倒伏状態まで戻ること、および倒伏状態に戻る際にセンサユニット５
ａ，５ｂの構成部材と周辺部材とが衝突することを回避することができる。このため、騒
音の発生、部材の損傷を防ぐことができ、安全性も向上する。また、図６，図１１，図１
２で示したように、センサユニット５ａ，５ｂの背面ケース３３ｂには半球状のクッショ
ン３４を設けているため、センサユニット５ａ，５ｂが倒伏状態に戻るとき、最初にクッ
ション３４が取り付けパネル２に当接することにより、衝撃を緩和することができる。
【００６０】
　一方、センサユニット５ａ，５ｂに設けられた電極６ａ，６ｂの近傍に、被測定者の手
の接触位置を規定するための突起部１１を設けているため、この突起部を基準にして、被
測定者の手が常に一定の位置へ置かれるようになり、測定精度のさらなる向上を図ること
ができる。
【００６１】
　さらに、図２，図８で示したように、表示ユニット４は、被測定者の身体情報を入力す
る入力部７と、入力された身体情報を記憶する記憶部２１と、電極６ａ，６ｂで測定した
インピーダンスと後述する体重計６５で測定した体重値および記憶部２１に記憶された被
測定者の身体情報に基づいて体脂肪率を算出する演算部２２と、演算部２２により算出さ
れた体脂肪率を表示する表示部８と、を備えている。このため、被測定者の体脂肪率の算
出に必要なデータをその場で入力することが可能であり、使い方も容易であり、利便性に
優れている。
【００６２】
　また、本実施形態の手洗い器５０においては、体脂肪率の測定結果を表示する表示部８
が鏡５１の下方に位置し、体脂肪率を測定するためのセンサユニット５ａ，５ｂが表示部
８の左右側部に位置した状態となるので、より簡便に体脂肪率を測定できるだけでなく、
体脂肪率の測定をしながら、被測定者の正面にある鏡５１で身体チェックを行うことが可
能であり、使い勝手が良好である。また、後述するように、比較的スペースの狭い化粧室
内においても容易に使用することができる。
【００６３】
　さらに、手洗い器５０においては、鉛直面に対する表示部８の仰角を変更可能な角度調
節機構を設けているため、表示部８を被測定者の身長に適した仰角に設定することが可能
であり、表示内容を容易かつ確実に視認することができる。前述したように、センサユニ
ット５ａ，５ｂを、鉛直面に対して起立、倒伏する方向に回動可能に保持する回動機構を
設けているため、被測定者の身長に応じてセンサユニット５ａ，５ｂを回動させることに
より、適切な姿勢で測定可能となるため、測定者が無理な姿勢を強いられることがなくな
り、測定精度も向上する。
【００６４】
　一方、図２０に示すように、背面部に配線用領域２ｚを有する取り付けパネル２を壁面
３に沿って付設し、この取り付けパネル２の正面部に手洗いボウル４５および表示ユニッ
ト４を取り付け、表示ユニット４と他の機器とを結ぶ配線であるキャブタイヤケーブル１
８を取り付けパネル２の配線用領域２ｚに配置している。従って、表示ユニット４と他の
機器とを結ぶ配線の隠蔽処理が簡便となり、施工が容易となり、施工後の外観性も優れて
いる。
【００６５】
　次に、図２４～図２６を参照し、手洗い器５０が配置された化粧室について説明する。
図２４は図１に示す手洗い器が配置された化粧室を示す斜視図、図２５は図２４に示す化
粧室の側壁部を示す図、図２６は図２４に示す化粧室の平面図である。
【００６６】
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　化粧室６０は、複数の側壁６１，６２，６３で区画された領域内に大便器６４および複
数の健康測定器である体脂肪計１、床埋め込み式の体重計６５および血圧計６６を備えて
いる。化粧室６０を構成する第一の側壁６１に大便器６４が設けられ、この側壁６１と交
差して隣接する第二の側壁６２に、手洗いボウル４５とその上方に配置された鏡５１とを
備えた手洗い器５０が配置されている。そして、データ入力部７と、体脂肪計１、体重計
６５および血圧計６６による計測結果を有線あるいは無線で受信して表示する表示部８と
を有する表示ユニット４を手洗いボウル４５と鏡５１との間に配置している。さらに、人
体のインピーダンスを測定する電極６ａ，６ｂ（図２参照）を有するセンサユニット５ａ
，５ｂを表示ユニット４の左右側部にそれぞれ設け、さらに、大便器６４に向かう位置に
出入口６７が設けられている。
【００６７】
　このような構成とすれば、体脂肪率の測定結果を表示する表示部８が鏡５１の下方に位
置し、体脂肪率を測定するためのセンサユニット５ａ，５ｂが表示部８の左右側部に位置
した状態となるので、より簡便に体脂肪率を測定可能となるだけでなく、体脂肪率の測定
をしながら、測定者の正面にある鏡５１で身体チェックを行うことが可能となり、使い勝
手が向上する。また、スペースの限られた狭い化粧室６０内においても、用便の邪魔にな
らない位置（大便器６４の側方）に体脂肪率の測定機構をコンパクトに集約することがで
きる。
【００６８】
　なお、体重計６５は、入力部７の電源スイッチ７ａをＯＮすると、キャリブレーション
を補正して計測可能な状態となり、その上に乗るだけで体重を測定することができる。し
かしながら、化粧室内での人の移動により、体重計６５に乗り降りするたびに体重測定さ
れてしまうことは非効率的なので、電源スイッチ７ａの投入後、最初に測定した体重を真
の体重とみなして、体脂肪率の算出に用いることとしている。なお、その体重を計り直す
場合には、入力部７内の「体重」スイッチを押して、体重計をリセットすればよい。
【００６９】
　一方、図２７に示す化粧室６０ａにおいては、図２６で示した化粧室６０における配管
スペースＰＳをサイズダウンすることにより、化粧室６０ａ全体のコンパクト化を図った
ものである。また、図２８に示す化粧室６０ｂにおいては、配管スペースをなくすことに
より、化粧室６０ｂ全体をさらにコンパクト化している。
【００７０】
　次に、図２９～図３１に示す化粧室６０ｃ，６０ｄ，６０ｅにおいては、手洗い器５０
を構成する鏡５１に隣接させてカウンタ付きの血圧計６６が設けられている。このような
構成とすることにより、第三の側壁に出入口６７ａを設けた化粧室においても複数の健康
測定器を好適に配設することができる。
【００７１】
　また、図３２に示す化粧室６０ｆは浴室６８に隣接して設けられ、その側壁６４に配置
された洗面器４８の上方に表示ユニット４およびセンサユニット５ａ，５ｂからなる体脂
肪計１が配置され、この体脂肪計１の上方に鏡５１が配置されている。そして、洗面器４
８の手前の床面に体重計６５が配置され、側壁６４の隅に洗濯機６９が配置されている。
このように、大便器を配設しない化粧室（洗面所）においても、複数の健康測定器を好適
に配設することができる。
【００７２】
　次に、図３３に示す化粧室は、複数の側壁で区画された領域内に複数の健康測定器を備
えた化粧室であって、この化粧室を構成する第一側壁６１に大便器６４を配置し、第一の
側壁６１と交差して隣接する第二の側壁６２に、手洗いボウル４５とその上方に配置され
た鏡５１とを備えた手洗い器７０を配置し、データ入力部７と、健康測定器による計測結
果を有線あるいは無線で受信して表示する表示部８とを有する表示ユニット４を手洗いボ
ウル４５と鏡５１との間に配置し、人体のインピーダンスを測定する電極を有するセンサ
ユニット５ａ，５ｂを鏡５１の左右側部にそれぞれ設けている。
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【００７３】
　このような構成とすることにより、図５に示した実施の形態の化粧室と同じ作用効果を
得ることができる。さらに、センサユニット５ａ，５ｂを鏡５１の左右側部に設けている
ため、鏡の下端をより下方に配置することが可能となり、背の低い人でも容易に鏡５１を
使うことができる。
【００７４】
　次に、図３４は、図３２に示した化粧室の一側面図であり、複数の側壁で区画された領
域内に複数の健康測定器を備えた化粧室であって、洗面器４８とその上方に配置された鏡
５１とを有する洗面台７１を側壁６２に設置し、データ入力部７と、健康測定器による測
定結果を有線あるいは無線で受信して表示する表示部８とを備えた表示ユニット４を洗面
器４８と鏡５１との間に配置し、人体のインピーダンスを測定する電極を有するセンサユ
ニット５ａ，５ｂを表示ユニット４の左右側部にそれぞれ設けている。このような構成と
することにより、図２５に示した実施形態の化粧室と同じ作用効果が得られる。
【００７５】
　次に、図３５に示す化粧室は、図３４に示す化粧室の変形例であり、複数の側壁で区画
された領域内に複数の健康測定器を備えた化粧室であって、洗面器４８とその上方に配置
された鏡５１とを有する洗面台７２を側壁６２に設置し、データ入力部７と、健康測定器
による測定結果を有線あるいは無線で受信して表示する表示部８とを備えた表示ユニット
４を洗面器４８と鏡５１との間に設置し、人体のインピーダンスを測定する電極を有する
センサユニット５ａ，５ｂを鏡５１の左右側部にそれぞれ設けている。
【００７６】
　このような構成とすることにより、図２５に示した化粧室と同様の作用効果を得ること
ができる。また、センサユニット５ａ，５ｂを鏡５１の左右側部に設けているため、鏡５
１の下端をより下方に配置することが可能であり、背の低い人でも容易に鏡５１を使用す
ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　本発明の手洗い器は、一般住宅における健康管理設備として広く利用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の実施の形態である手洗い器を示す正面図である。
【図２】図１に示す手洗い器の部分拡大図である。
【図３】図１に示す手洗い器の部分斜視図である。
【図４】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の右側面図である。
【図５】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の底面図である。
【図６】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の背面図である。
【図７】（ａ）は図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計におけるセンサユニットの起伏
状態を示す右側面図であり、（ｂ）は図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計における表
示部の起伏状態を示す一部省略右側面図である。
【図８】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の表示ユニットの概略構成を示す図であ
る。
【図９】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の設定方法を示す説明図である。
【図１０】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計のセンサユニットの分解斜視図である
。
【図１１】倒伏姿勢にあるセンサユニットの垂直断面図である。
【図１２】最大角度起立姿勢にあるセンサユニットの垂直断面図である。
【図１３】センサユニットを構成するロックステーが倒伏状態にあるときの左側面図であ
る。
【図１４】図１３に示すロックステーがバネ押し上げ状態に移行したときの左側面図であ
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る。
【図１５】図１４に示すロックステーが最大回転状態に移行したときの左側面図である。
【図１６】図１５に示すロックステーがロック状態に移行したときの左側面図である。
【図１７】図１６に示すロックステーがロック解除状態に移行したときの左側面図である
。
【図１８】図１７に示すロックステーが倒伏途中で係止された状態に移行したときの左側
面図である。
【図１９】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計の取付手順を示す斜視図である。
【図２０】図１に示す手洗い器を構成する体脂肪計が壁面に取り付けられた状態を示す一
部切欠左側面図である。
【図２１】図３に示す手洗い器を構成する体脂肪計のセンサユニットを起立させたときの
一部省略斜視図である。
【図２２】図２１に示す体脂肪計の一部切欠左側面図である。
【図２３】図２２に示す体脂肪計のセンサユニットが倒伏途中で係止されたときの一部切
欠左側面図である。
【図２４】図１に示す手洗い器が配置された化粧室を示す斜視図である。
【図２５】図２４に示す化粧室の側壁部を示す図である。
【図２６】図２４に示す化粧室の平面図である。
【図２７】図１に示す手洗い器が配置されたその他の化粧室の平面図である。
【図２８】図１に示す手洗い器が配置されたその他の化粧室の平面図である。
【図２９】図１に示す手洗い器が配置されたその他の化粧室の平面図である。
【図３０】図１に示す手洗い器が配置されたその他の化粧室の平面図である。
【図３１】図１に示す手洗い器が配置されたその他の化粧室の平面図である。
【図３２】参考例である洗面室の平面図である。
【図３３】本発明のその他の実施の形態である手洗い器が配置された化粧室の側壁部を示
す図である。
【図３４】参考例である化粧室の側壁部を示す図である。
【図３５】図３４に示す化粧室の変形例である化粧室の側壁部を示す図である。
【符号の説明】
【００７９】
　１　体脂肪計
　２　取り付けパネル
　２ａ　開口部
　２ｂ，２ｄ，１３ｃ　貫通孔
　２ｃ　フック
　２ｚ　配線用領域
　３　壁面
　４　表示ユニット
　４ａ　背面部
　４ｂ　軸受部
　５ａ，５ｂ　センサユニット
　６ａ，６ｂ　電極
　７　入力部
　７ａ　電源スイッチ
　７ｂ　選択ボタン
　７ｃ　モード切替ボタン
　７ｄ　記録ボタン
　７ｅ　個人ボタン
　７ｆ　時刻ボタン
　７ｇ　更新ボタン
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　７ｈ，７ｉ　数値切替ボタン
　８　表示部
　８ａ，８ｂ，８ｃ　液晶パネル
　８ｄ　身長表示部
　８ｅ　年齢表示部
　８Ｘ　出力表示部
　８Ｙ　入力表示部
　９　ヒンジ部
　１０　支軸
　１１　突起部
　１２　カバー
　１３ａ，１３ｂ　連結板
　１３ｇ　ガイドスリット
　１４，１７，２０，３５，３６，４４，４７　ネジ
　１５ａ，１５ｂ　ロックステー
　１６ａ，１６ｂ　固定ヒンジ部材
　１６ｃ，２４ａ，２４ｂ　支持孔
　１６ｇ　ガイドスリット
　１６ｈ　拡幅部
　１６ｉ　上端コーナー部
　１６ｊ　後端コーナー部
　１８　キャブタイヤケーブル
　１９　押さえ板
　２１　記憶部
　２２　演算部
　２３ａ，２３ｂ　保護カバー
　２４　可動ヒンジ部材
　２４ｃ，３２ｂ，３３ｃ　ネジ孔
　２４ｄ　固定部
　２５　リンク部材
　２５ａ　上部支軸
　２５ｂ　下部支軸
　２６　補強部材
　２８　係止バネ
　２９　Ｅリング
　３０ａ，３０ｂ　信号ケーブル
　３１ａ，３１ｂ　コネクタ
　３２ａ，３２ｂ　正面ケース
　３２ｃ　軸体
　３３ｂ　背面ケース
　３４　クッション
　３７　誘導部材
　３７ａ，３７ｂ　凸部
　３７ｃ，３７ｄ　湾部
　３８　支軸
　３９　係止ピン
　４１　係止孔
　４４ａ　開口部
　４５　手洗いボウル
　４５ａ　給水栓
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　４８　洗面器
　５０，７０　手洗い器
　５１　鏡
　６０，６０ａ，６０ｂ，６０ｃ，６０ｄ，６０ｅ，６０ｆ　化粧室
　６１，６２，６３，６４　側壁
　６４　大便器
　６５　体重計
　６６　血圧計
　６７，６７ａ　出入口
　６８　浴室
　６９　洗濯機
　７１，７２　洗面台

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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